
二俣城跡現地説明会
浜松市文化財課

二俣城

鳥羽山城

調査成果

　今回の調査は、今まで調査をしていない二俣城の西側地区にて実施しました。

今回の調査成果は、

①西曲輪の南側斜面にて、大規模な石垣（総延長 13m 以上、高さ約 6m）を確認

　A：石垣の上部にて発掘調査を行い、裏込めが良好な状態で遺存していることが確認でき、大規模

な積み直しは行われていないことが判明しました。また、西曲輪は、石垣の整備に伴い、細かな石

を大量に含んだ土で整地していることが判明しました。

　B：石垣の下部にて発掘調査を行い、地中には２石（約 0.6m）が埋没していることが判明。また、

1.2m 以上にわたり整地が行われていることが判明しました。

②西側の曲輪群を中心に倒木などを整理し、曲輪や土塁、竪堀が明瞭に確認できるようになりました。

◆なぜ、城郭の正面にひけをとらない石垣が西曲輪の南側斜面にあるのか

　古い地籍図を確認すると、この石垣の南側に位置する川口集落からこの石垣付近を通り、城内へと

入る道が記されています。石垣が築かれた当時は川口集落と川口集落の南に位置する鳥羽山城跡の間

を二俣川が流れ、天竜川に合流していました。川口集落は、立地の特徴や集落の構造から川湊として

利用されていた可能性が窺えます。二俣城跡西地区の石垣が確認された地点は、天竜川と二俣川を利

用した交通や物流の要衝として重要視されていたことが窺えます。

◆◆お願い◆◆

　ご案内する箇所には危険箇所や私有地があるので、

　現地説明会当日以外は入らないでください。

お問い合せ

浜松市市民部文化財課

〒430-8652　浜松市中区元城町 103 番地の 2

TEL:053-457-2466　FAX:053-457-2563

E-mail:bunkazai@city.hamamatsu.shizuoka.jp

概 要　

　二俣城跡は天竜区二俣町に所在し、徳川・

武田の争奪戦が繰り広げられた城郭として知

られています。また、安土桃山時代の姿を随

所に残しながら現在に至る城郭で、浜松の中

世史のみならず、日本の歴史を考える上でも

貴重な歴史遺産といえます。

　今回の調査は、今まで調査されていない西

側の曲輪群を中心に行い、二俣城の西側地区

の構造を詳細に確認し、新たな情報を得ると

ともに、二俣城の構造や役割を再評価するこ

とを目的としています。
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